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第４章 コミュニティ拠点型の古民家農泊施設の実践と成果 

―長崎県西海市雪浦地区における取組― 
 

福田 竜一・平口 嘉典  
 

１．はじめに 
 

農泊では，古民家等の歴史的建造物の保存を目的とした利活用も重要な課題の一つで

ある。そうした古民家を利用した「古民家農泊施設」では，我が国での伝統的な農村での

生活などに興味を有するインバウンドや富裕層，都市住民らをメインターゲットとした，

1 日の宿泊客数の限定や「一棟貸し」などの宿泊形態があり，他の宿泊客等との接触を最

小限として，いわゆる「三密（密集・密接・密閉）」を避けた宿泊も可能，などといった

理由で，新型コロナ感染拡大下でも一定の需要を確保した。 

他方，古民家農泊施設には「地域コミュニティの拠点施設」としての役割を担う場合

がある。すなわち，農泊のための宿泊施設として地域の内外から宿泊客を受け入れながら，

かつ地域の人々が日常的に集える場としての機能をもたせようとすることである。農泊の

宿泊施設が地域コミュニティを明確に志向することで，地域外客に過度に依存しないコミ

ュニティビジネスモデルになるというメリットもある。 

ここでは，そのような事例として長崎県西海市雪
ゆきの

浦
うら

地区の古民家農泊施設(1)を取り上

げる。同地区では地域交流イベントの成功などを契機として，地域 NPO を立ち上げ，地域

再生と地域づくりの新たな取組を開始した。その活動の一環として，地区の古民家を改装

した古民家農泊施設を開設したという経緯がある。 

本章では，本事例を基にコミュニティ拠点型の古民家農泊施設の実践状況に関する現

地調査結果(2)から，コミュニティビジネスモデルとしての成果を分析し，農泊の取組が所

得や雇用の確保はもとより，地域再生や地域づくりの新たなツールの役割を併せ持つ可能

性を明らかにする。また新型コロナ感染拡大による経営等への影響や対応状況も併せて報

告する。 

 

２．長崎県西海市雪浦地区の概要 
 

（１）地区概況 

長崎県西海市雪浦地区は，西彼杵
に し そ の ぎ

半島の西部，雪浦川及び支流の河通
ごうつう

川の流域に位置

する。東部は西彼杵半島の中央部に連なる山地で，西は東シナ海に面する。雪浦地区は

1955 年に合併して旧大瀬戸町(3)となるまで，1889 年に成立した雪浦村であった。 

西海市では，字の単位として郷を用いており，郷の下に行政区がある。雪浦地区の行

政区は 11 で，農林業センサスの農業集落とほぼ一致している。なお雪浦地区は全て中間
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農業地域である。 

2021 年 3 月末の雪浦地区の人口は 1,004 人（西海市指定区別人口調）で，高齢化率は

42.0％（旧大瀬戸町）である。2015 年農林業センサスによれば，雪浦地区の農家数は 97

戸，うち販売農家は 40 戸である。雪浦地区の耕地面積は 105ha，うち田が 53ha，畑が

38ha，樹園地 14ha である。 

 

（２）地域交流イベント「雪浦ウィーク」 

雪浦地区で毎年 5 月のゴールデンウィークの時期に 4 日間にかけて開催しているのが，

同地区の住民有志で始めた「手づくり」の地域交流イベントである「雪浦ウィーク」であ

る。雪浦ウィークの開催期間中には，地区内の各所に出店があり，来訪客は地区内の各所

を歩き回って目当ての店まで出向くという「地域回遊型イベント」であることが大きな特

徴である。来訪者数は推計で 1 万人を超えており，車で 1，2 時間程度の長崎市や佐世保

市はもとより，県外からも多くの観光客が訪れる一大交流イベントとなっている。 

雪浦ウィークは 1999 年の第 1 回から毎年継続して開催してきた。第 1 回開催時の出店

数は 16 店であったが，その後，徐々に出店数は増えていき，2018 年の第 20 回には 38 店

となった。直近の出店数は総数で 50 店程度にも達するとのことである。雪浦ウィークの

出店者は，原則として何らかの形で雪浦と関わり合いを持つ者に限定している。20 年以

上の長きにわたって継続開催してきた雪浦ウィークだが，2020 年は新型コロナ感染拡大

によって初めて中止を余儀なくされた。2021 年はオンラインでの開催となった。 

 

（３）特定非営利活動法人「雪浦あんばんね」 

 

１）設立の経緯 

雪浦地区の地域づくりの取組のあゆみを第 4-1 表に示す。雪浦ウィークは地域活性化の

取組として高い評価を受けており，2013 年に「総務省全国過疎地域自立促進連盟会長賞」

を受賞した。この時，他地域の受賞地域の取組事例を知る機会を得たが，それらと比較す

ると雪浦の取組は発展途上であることを皆思い知ったという。翌 2014 年には，総務省の

過疎集落自立支援事業に採択されたことから，地域づくりの取組を更に発展させるため，

地域づくりに取り組むため NPO を設立させる運びに至った。 

こうして 2015 年に新たに設立されたのが特定非営利活動法人「雪浦あんばんね」であ

る。「あんばんね」とは，地域の方言で，「遊んでいきませんか」の意である。組織体制は

理事 3 人，監事 1 人，事務局 2 人となっている。理事長は雪浦ウィーク実行委員会の中心

メンバーの 1 人である。その他 2 名が「雪浦あんばんね」の事務局を担っている。 

 

２）主な活動内容 

 「雪浦あんばんね」が取り組んでいる主な事業は，①シェアカフェ運営，②移住相談，

③月 1 回の雪浦マルシェ開催，④ウェブサイトによる地域情報の発信，⑤イベント開催
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（体験プログラムの企画・提供）である。 

第 4-1 表 雪浦地区の取組 

年 主な出来事 

1999 第 1 回雪浦ウィーク開催 

2001 音浴博物館開館 

2009 長崎県地域文化賞受賞 

2010 「通り名看板」の設置（国土交通省「通り名事業」） 

2013 総務省全国過疎地域自立促進連盟会長賞 受賞 

2014 総務省過疎集落自立支援事業に「雪浦あんばんね交流事業」が採択 

2015 特定非営利法人「雪浦あんばんね」設立，交流拠点施設「ゆきや」開業 

2016 あんばんね農園開園（棚田 1.4ha 長崎県小さな楽園事業） 

2017 農水省農山漁村振興交付金事業に採択 

2018 ゲストハウス森田屋開業 

2020 第 10 回地域再生大賞（優秀賞）受賞，雪浦ウィーク初の中止 

資料：現地調査と各種資料より筆者作成。 

 
 

①は上述した総務省事業を利用し，地区の空き店舗を改装した交流施設「ゆきや」を

利用した取組である。「ゆきや」の 1 階にはカフェ・レストランスペースがあり，移住者

が店主となってレストランやパン屋としても一時期利用された。2 階はフリースペースで，

会議やワークショップ向けに有料で貸し出されている。②は上述した雪浦小学校が一時期

統廃合の対象に含まれたため，学校存続を目標として，取り組んできたという経緯がある。

20 年前からの通算で 80 名程度が実際に雪浦に移住した実績がある。 

③の雪浦マルシェは，雪浦に日常的に人が集まるための定期イベントであり，「ゆきや」

の駐車場で開催する青空市場のことである。マルシェの出店者は地域外からも広く求めて

おり，雪浦ウィークへの出店希望者の呼び水的な意味合いもあるという。⑤は地域の有志

などと協力して，様々な地域イベントを適宜開催している。これも雪浦への日常的な訪問

を促す取組である。 

 

３．古民家農泊施設の開設と経過 
 

（１）古民家農泊施設の開業経緯 

「雪浦あんばんね」の地域活性化の取組は，地域に日常的な賑わいをもたらすことを

目標としている。しかし外部から人が訪れる場合，雪浦地区には宿泊施設が無いため，地

域内で長期滞在することは不可能であった。そこで地域に新たな宿泊施設を作るという意

見があった。さらに既に雪浦を離れて，他地域に居住する旧住民の数は少なくないが，彼
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らは墓参や里帰りなどで，年に数回は雪浦を訪れている。そうした旧住民にとって地区に

宿泊施設が無いことは大きな問題であり，そのため，かつての住まいを手放すことも難し

かった。そうした旧住民の家屋は，日常はほぼ空き家の状態にあり，これを移住希望者向

けに利用することも地域としての課題であった。 

そこで，どのような宿泊施設が望ましいかが検討された。仮に民宿や旅館にする場合，

経営や運営にはかなりの人手や手間がかかり，実現のハードルは非常に高かった。しかし，

それほど手間がかからないゲストハウスであれば，「雪浦あんばんね」が単独で運営でき

る見込みがたった。他方，施設の開設のために必要な資金は不足しており，資金の獲得が

課題であった。 

その折に，長崎県の「小さな楽園(4)」事業を利用して，地区内の古民家を改装してゲ

ストハウスにする構想が持ち上がった。古民家は，地区を流れる雪浦川にかかる国道の雪

浦橋付近にある，旧雪浦村長宅の家屋である。改修に利用した「小さな楽園」事業は，事

業期間 3 年間（2016～18年）で，事業費は約 30百万円，うち施設整備に約 15 百万円を充

当した。「小さな楽園」事業では，ソフト事業として，地域の診療所と連携した住民向け

の健康教室の運営，地域内の耕作放棄地を再生した有機農業の取組（「あんばんね農園」）

の取組等も行っている。 

2017 年には農水省の「農山漁村振興交付金」の農泊推進対策（事業期間 2 年）に採択

された。同事業に応募したきっかけは，九州でグリーンツーリズムの広域連携を推進する

「ムラたび九州」関係者からの紹介であった。同事業では雪浦ウィーク開催関連の取組や

体験プログラムの充実化を図る取組を行った。またゲストハウスのスタッフは，農水省の

交付金の人材活用事業を利用し，研修生として「雪浦あんばんね」で 1 名を新たに雇用し

た。 

宿泊施設の改修費用は「小さな楽園事業」の補助金を主に充てたが，決して十分な額

ではなかった。そのため，コスト削減の工夫が必要であったという。具体的には，設計変

更のほか，厨房や空調などの機器類をインターネットで調達，また 1 階の土間の工事は有

志らによる「ワークショップ形式」で改修するなどした。2018 年には追加工事の発生で

追加資金が必要となったため，有志による森田屋の宿泊券やふるさと便などの返礼品付き

寄付金で資金調達した(5)。 

 

（２）「ゲストハウス森田屋」の概要 

こうした経緯を経て，2018 年 5 月に古民家農泊施設「ゲストハウス森田屋（以下，森

田屋と呼称する）」が開業した。森田屋の名称は，所有家にちなんだものである。建物

（第 4-1図）は 2階建ての古民家で，開業時既に築 90年以上が経過していた。なお森田家

の当主は既に雪浦を離れており，「雪浦あんばんね」が，古民家農泊施設としての利用に

賛同した当主と賃貸借契約を締結して利用している。 
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第 4-1 図 ゲストハウス森田屋全景 

資料：筆者撮影。 

 

1 階には広い土間があり，オープンカウンターを設置した。1 階では昼間の時間帯にコ

ミュニティカフェを運営しており，地域住民や旅行者など宿泊者以外の誰でも利用可能で

ある。同カフェでは，コーヒーや紅茶以外にも，雪浦の薬草や有用植物を使った薬草茶も

提供している。 

同じく 1 階にある広さ 16 畳の大座敷は，各種イベントなどでも利用可能であり，有料

で提供している。また 2021 年春には，「長崎県宿泊施設受入環境整備事業」のグレードア

ップ事業(6)を利用し，車椅子利用者のためのスロープと，ウッドデッキ（第 4-2 図）を建

物の前庭に新たに設置した。このほか，1 階には宿泊者向けの風呂や洗面所，トイレ，宿

泊者が自炊で利用できるキッチン，コインランドリーなどの設備があり，Wi-Fi も利用可

能である。なお 2 階にも洗面所とトイレがある。 
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第 4-2 図 ゲストハウス森田屋前庭のウッドデッキ 

資料：筆者撮影。 

 

宿泊部屋は 1 階に 1 部屋（和室），2 階に 3 部屋がある。2 階は 2 部屋がドミトリー，1

部屋が和室である。ドミトリーには 1 部屋につき 2 段ベッドが 2 台，シングルベッド 1 台

を設置している。なおドミトリーは，コロナ感染対策期間中，別客同士の相部屋を中止し

た。 

宿泊料金は，ドミトリーが素泊まり 1 泊 1 人 3,300～4,000 円，和室が同 4,000～4,500 円

である。宿泊予約の大半は宿への電話予約によるものだが，宿のウェブサイトからのイン

ターネット予約のほか，楽天トラベル，ブッキング・ドットコム（Booking.com），アゴダ

(Agoda)，エアビーアンドビー（Airbnb）などの OTA（Online Travel Agency or Agent）を通

じたインターネット予約も対応しており，クレジットカードも利用可能である。 

 

（３）体験プログラム 

第 4-2 表に訪問客や宿泊客向けに提供されている（提供予定を含む）主な体験プログラ

ムを示す。地域住民や地域事業者と「雪浦あんばんね」との協力のもと，雪浦への訪問者

や森田屋の宿泊者など向けに様々な体験プログラムを用意している。マリンスポーツ関係

では，地域内のサーフショップとの連携で SUP（Stand Up Paddleboard）とサーフィン体

験が提供されている。また東シナ海に沈む夕日を海上で鑑賞するサンセットクルージング
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は利用者からは特に好評を博している代表的な体験プログラムである。雪浦地区の山間部

にあるかつての雪浦小学校の分校校舎を利用した「音浴博物館」は，貴重なアナログレコ

ードを多数収集し，アナログの音楽鑑賞を体験できる全国的にも珍しい施設であることか

ら，団体旅行の訪問先としても人気である。さらに地域内の事業者等との連携による鍼灸，

音楽セラピー体験といった「癒やし」の体験プログラムも事業者や個人がそれぞれ提供し

ている。また 2021 年 12 月に雪浦への移住者が新たに開店したパン屋兼ゲストハウスもパ

ン作り体験プログラムを提供するなど，体験プログラムを通じた地域内の事業者間連携が

構築されつつある。 

 

第 4-2 表 主な体験プログラム等（2020 年 2 月現在。計画・予定含む） 

体験プログラム名 実施者 備考 

SUP・サーフィン

体験 
ゆきのうらビーチストア 4000 円（2 時間/レンタル料込） 

勾玉作り体験 龍の口荘園（農家民宿） 1000 円（約 1 時間） 

サンセット 

クルージング 
NPO 法人雪浦あんばんね 大人 2200 円（４～8 人） 

農業体験 NPO 法人雪浦あんばんね  

音浴博物館 
NPO 法人推敲の森実行委員

会 
大人 750 円 

味噌作り体験 川添酢造 
川添酢造が 2022年に雪浦地区にてお

酢のカフェを新規開店予定 

鍼灸 陽鍼はり灸  

ステンドグラス 

づくり体験 
（雪浦地区移住予定者） 2022 年雪浦地区にて新規開店予定 

パンづくり体験  mahalo 

2021 年 12 月雪浦地区にて新規開

店。1階はパン販売と喫茶。2階はゲ

ストハウスとして宿泊可能 

音楽セラピー体験 Yoko Cantaluna 7000 円（90 分） 

資料：「NPO 雪浦あんばんね」のウェブサイト（https://yukinoura.net/ 2022 年 2 月 16 日参照）と 2022 年

2 月に実施した電話調査を基に筆者作成。 

 

４．コミュニティ拠点型の古民家農泊施設の利活用 
 

 （１）宿泊者数の推移 

森田屋の開業時（2020 年 5 月）から 2021 年 7 月までの延べ宿泊者数の月別推移を示す

（第 4-3 図）。開業年の 2018 年（5～12月）は 392人泊だったが，2 年目の 2019 年は 1,286

人泊にまで増加した。月別でみると，特に宿泊者数が多いのは雪浦ウィークが開催された

5 月の 226 人泊，次いで 8 月の 139 人泊，4 月の 120 人泊の順となっている。 

しかし 2020 年は年初からの新型コロナ感染拡大の影響を受けており，特に緊急事態宣

言の発令で，4月 19日から 5月末日までは休業を余儀なくされたため，同年の宿泊者数も
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641 人泊にとどまった。ただし 9 月からは宿泊者数が前年同月を上回る回復を示していた

（10 月を除く）。なお，森田屋では当初「Go To トラベル」に参加していたが，申請手続

に手間がかかり，事務の担当者が産休に入ったため，キャンペーン期間の途中で取りやめ

たとのことであった。 

 

 

第 4-3 図 ゲストハウス森田屋の月別宿泊数の推移（2018 年 5 月～2020 年 7 月） 

資料：「NPO 雪浦あんばんね」提供資料より筆者作成。 

注.2020 年 4 月と 5 月は緊急事態宣言発令による休業措置により宿泊者数はゼロ。 

 
 
その後，秋から冬にかけての新型コロナ感染の再拡大によって 2021 年 1 月から宿泊者

数は再び減少に転じており，同年 1 月～7 月は通算で 348 人泊であった。さらに 7 月末ご

ろからの新型コロナの感染の再拡大は全国的に広がり，8 月 28 日から 9 月 12 日までは長

崎県独自の緊急事態宣言の発令を受け，再び休業した。 

 

 （２）宿泊者の属性 

森田屋の宿泊者や利用者は多種多様である。ゲストハウスというリーズナブルな料金

の宿であることはもとより，宿泊者や地域の人びとの交流を楽しめる宿を探している家族

連れ旅行客や，少人数旅行，1 人旅のバックパッカーなどが多いとのことである。また既

に指摘したように，雪浦地区内の家屋を手放した旧住民が，墓参や里帰りする際にも利用

されている。 

0

100

200

300

400

500

600

700

800

0

50

100

150

200

250

20
18
年
5月 7月 9月 11
月

20
19
年
1月 3月 5月 7月 9月 11
月

20
20
年
1月 3月 5月 7月 9月 11
月 1月 3月 5月 7月

(％)(人泊)

延べ宿泊者数 前年同月比（右目盛）

54



農林水産政策研究所 ［ICT 活性化プロジェクト【農泊】］研究資料 第２号 (2022.3) 

55 

他にも西海市内にある火力発電所の現場作業の関係者が地域外から森田屋に長期滞在

するといった利用もあったとのことである。なお 2021 年には西海市内にビジネスホテル

が新たに開業したため，火力発電所関係者の宿泊需要の一部はそちらへ移ったが，長期滞

在という利用形態からか，ビジネスホテルよりもゲストハウスを好む人も一定数いるとの

ことであった。 

 

 （３）コミュニティ拠点施設としての利活用 

森田屋は，旅行者や他出した旧住民といった地域の外部にいる者の利用だけにとどま

らず，雪浦地区の全ての住民が利用可能である開かれた場所となっている。 

先に指摘したようにカフェは住民の「たまり場」としても利用されており，1 階の大広

間もイベントなどで利用可能である。大広間の利用形態としては，地域内の会合開催，地

区内での葬儀・葬祭(7)，月命日や三回忌などといった法事のほか，雪浦小学校などの同窓

会での利用がある。他にも，1 階の大広間には寄付されたピアノが設置されているが，中

学生がバンド演奏でピアノを使用したいという依頼があり，無償で利用してもらったこと

もある。しかしこちらも新型コロナ感染拡大で，以前のような人が多く集まるイベントの

開催等は非常に難しくなった。それでも各種コロナ感染防止策等を講じることで，イベン

ト開催とコロナ感染防止の両立に努めている。 

先述の 2021 年に新設したウッドデッキは，新型コロナ感染拡大防止のため，完成披露

会は中止せざるを得なかった。このウッドデッキは，宿泊者など森田屋の利用のみならず，

各種のイベント，例えば，雪浦マルシェ（雪浦マルシェ de あんばんね），ビアガーデンな

ど，地域の人びとが気軽に集える様々な催しを開催するためのスペースとしての活用もな

されている。 

 

 （４）大学等との連携による国際交流等の実施 

NPO では国際交流にも力を入れており，地元の長崎大学や長崎国際大学の留学生の受

入れを実施している。留学生らの宿泊施設として，森田屋を利用している。しかしこれも

新型コロナ感染拡大で，一時期中止を余儀なくされた。非常事態宣言解除後の取組の再開

に当たっては，コロナ感染拡大防止策として，少人数のグループ分けした上で，森田屋と

西海市内の複数の農家民泊（民宿）に分散して宿泊するようにした。 

このほか，国際協力機構（JICA）からの協力依頼で，アフリカのフランス語圏国から

の研修生が，毎年，地域交流研修を雪浦で受けている。2020 年はコロナ感染拡大で中止

となったが，同年 12 月には JICA 九州センターの職員と長崎大学へ出向している JICA 職

員に，1 泊 2 日で地域づくりに関する職員研修を実施した。また大学教員による雪浦地区

でのフィールド調査研究への協力も実施しており，現地調査の際には，教員や学生の宿泊

施設として森田屋を利用してもらうことにしている。  
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５．新型コロナ感染拡大の影響と対応 
 

 （１）新型コロナ感染拡大の影響 

既に指摘してきたように，森田屋の経営も新型コロナ感染拡大の影響を大きく受けて

いた。2020 年以後の森田屋の宿泊者数の推移や状況は，既に前掲第 4-3 図に示したとおり

である。なお聞き取りによれば，2020 年 3 月のキャンセル数は 50 を超え，同月の宿泊者

数は前年同月の 3 割以下に減少した。さらに翌 4 月と 5 月の予約も全てキャンセルとなり，

4 月には休業に至ったことは既に述べたとおりである。森田屋の家主には家賃を支払って

いるが，深刻な事態を受けて，家主の厚意で家賃を一時無償にしてもらうことになった。 

 

 （２）新型コロナ感染拡大支援対策の活用 

2020 年は，コロナ感染拡大による緊急事態宣言の発令などの厳しい状況を乗り切るた

め，行政や日本政策金融公庫などの新型コロナ対策事業を活用した。国の持続化給付金，

長崎県の休業補償金，西海市の応援交付金などに申請しており，これらで資金繰りは乗り

越えることができたという。なお利用した支援金等は合計で 300 万円程度とのことであっ

た。 

日本政策金融公庫には新型コロナ感染拡大以前から借入金があったが，通常資金であ

ったため，新たにコロナ対策の資金への借換えも行った。日本政策金融公庫の新型コロナ

対策関係資金は，2 年間据え置き，無担保で，実質無利子であった。この借換えによって，

返済にはかなりの余裕が生まれたとしている。 

 

 （３）ワーケーションの取組 

 新型コロナ感染拡大による新たな生活様式の導入や，ワークライフバランス見直しとい

った社会変化の中で，休暇先である観光地やリゾート地で仕事を行うワーケーションの取

組が注目されており，インバウンドなどの需要を喪失した観光業界，引いては農泊への新

たな需要先の一つと目されている。森田屋も農泊施設としては先駆的にワーケーションの

取組を実施している。 

 森田屋でワーケーションを実施したのは，「株式会社西海クリエイティブカンパニー

（本社：西海市）」である。同社は西海市の「地域商社」として電力小売事業などに取り

組んでおり，１次産品の直販を支援するマッチングアプリの開発など，西海市の地域活性

化に資する事業を展開している。「雪浦あんばんね」とは日頃から親密な関係にあり，森

田屋では以前から同社の合宿先としての利用があったという。 

 ワーケーションを体験したのは同社社員の 4 名で，森田屋に 2 泊した。社員は IT 関連

の職種で，午前中は主に 1 階の大広間で各自がパソコンを広げて仕事をしていた。しかし

人によっては，夜中に仕事をすることもあるようで，ワーケーション期間中には，各自が

自分のペースで仕事をしていたという。彼らは非常にクリエイティブな仕事であるため，

ワーケーション中に時間を決めて，「雪浦あんばんね」が提供している体験プログラムで
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ある「サンセットクルージング」に参加してもらい，「頭を空っぽ」にしてもらうことに

したとのことである。また夕食では，郷土料理の「ガネ汁」づくりを体験してもらった。

「雪浦あんばんね」の理事長によれば，ワーケーションによって，地元を知り楽しむ体験

を提供できたとのことである。 

他方，森田屋では，定額料金を支払うことで，全国の宿泊施設等を利用できる定額制

宿泊サービスの Hafh（ハフ）に登録している(8)。Hafh を通じた森田屋の利用客は 20～30

歳代が多く，一般の会社員もいれば，移住先を探し求めている人もいるという。他にコロ

ナ感染拡大で県をまたぐ利用の自粛が求められていたため，長崎県民が，県内の各地を訪

れるために利用している場合もみられたとのことである。ただし，Hafh を通じた利用者

は，森田屋の場合，年間で数名程度にとどまっているという。こうしたことから，現状で

はワーケーションないしテレワーク需要は利便性が高い都市部や著名な観光地のホテルや

旅館等に偏りがちではないかと森田屋ではみている。 

 

 （４）アフター・コロナを見据えた取組 

「雪浦あんばんね」では，新型コロナ感染拡大期においても，アフター・コロナに向

けた取組を進めた。2020 年には，新型コロナ感染収束後を見据えるため実施された長崎

県の「観光地受入態勢ステップアップ事業」(9)に採択されたことから，新たに「雪浦ニュ

ーツーリズム協議会」を立ち上げた。 

同協議会は「雪浦あんばんね」が事務局になって，雪浦の地場企業で，手作りにこだ

わった酢や味噌などを製造・販売する（有）川添酢造，音浴博物館，各種の体験プログラ

ムの事業者らで構成される。事業では，参加事業者への人件費の支援のほか，アフター・

コロナを見据えた取組として，英語版と日本語版のパンフレットを作成した。他にも地域

内で看板の設置予定もある。そのほかにも，音浴博物館の新しい体験メニューの開発や川

添酒造の商品の英語表記などに取り組んでいる。このほか，2022 年度にも長崎県の「住

んでよし・訪れてよしの観光まちづくり応援事業」に応募する計画があり，計画では同協

議会の枠組みで，雪浦地区の観光地域づくりを推進するとのことであった(10)。 

 

６．おわりに 
 

雪浦地区では，地域の新たなシンボルとして，外部からの訪問者のみならず，地域住

民を含め，誰もが気軽に集えるというコンセプトの地域内拠点施設としての古民家農泊施

設であるということが，当初から明確に意図されて整備されていた。本事例ではそうした

コンセプトの明確さに加えて，施設整備と各種ソフトの事業や取組がマッチしていたこと

がこれまでの成功要因の一つと考えられる。農泊の取組には一般に地域内の所得と雇用増

加が期待されているが，それだけにとどまらないコミュニティ拠点型の古民家農泊施設の

持つ多面的効果の可能性を確認することができた。 

コミュニティ拠点型の古民家農泊施設では，宿泊形態にもよるが，宿泊業としての付
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加価値を高めることは難しいという課題がある。他方で，宿泊施設の経営は主に外客に依

存せざるを得ないこと以外にも，宿泊施設としてのサービスなどでの付加価値の向上が，

固定費用の増大と表裏一体であることも多い。一般に固定費の増大は経営の不安定化を招

くおそれがあるため，安定的な経営が望ましいコミュニティビジネスには不向きだともい

える。その点に関して，本事例ではまず改修費を DIY などで節約しつつ，ゲストハウス

という固定費を極力抑えられる施設にすることで，可能な限りのコストとリスク縮減を行

った。 

また森田屋の宿泊施設のコンセプトは，単なるゲストハウスにはとどまらず，地域内

外の多くの人びとからの共感を呼んでおり，地域内における需要も確保している。農泊が

必ずしも外部からの需要に依存した取組にはとどまらないことを本事例は示している。 

他方，宿泊施設と地域の事業主体や住民，とりわけ移住者らを中心とした地域内で新

たな事業に取り組む人びととの連携強化によって，飲食や体験メニュー等の充実による地

域内での付加価値の創出は今後の課題の一つである。同時に新型コロナ感染拡大を奇貨と

して，雪浦地区では，「雪浦あんばんね」を中核とする観光地域づくりに向かう流れが形

成されつつあることを確認できた。 

新型コロナ感染拡大の長期化は，「雪浦あんばんね」の経営や運営にも，「雪浦あんば

んね」が中心となって実施している各種の地域活性化の取組にも極めて大きな痛手となっ

た。しかし，資金面では各種の新型コロナ支援対策等を活用することで，また時間面では，

新たな観光地域づくりを構想する準備のための期間として，コロナ禍の空白期間をむしろ

好機として捉えていた。 

アフター・コロナに向けた今後の課題は，いかに観光地域づくりによって地域内付加

価値を高めるかである。また地域観光づくりの取組の担い手は，新たな事業などを求める

移住者が中心となりがちであるが，そこに在来の地域住民らを巻き込んでいくことで，取

組の幅を広げていくことも課題と思われる。 

 
注（1）古民家の一般的な定義などについては，本資料の第 3 章（寺林，2022）を参照のこと。 

（2）現地調査は，2020 年 11 月と 2021 年 8 月の 2 回実施した。後述の電子メール調査は 2020 年 4 月に実施した。

2022 年 2 月にも電話による聞き取り調査を実施した。 

（3）旧大瀬戸町は 2005 年に合併により西海市となった。なお西海市全域での教育体験旅行受入れを主とする農泊

の取組は第 2 章を参照。 

（4）長崎県は県内の市町が進める「小さな拠点」づくりを後押しするため，基幹集落と周辺集落を結ぶ生活支援

サービスの取組と，周辺集落の中で廃校舎等を活用した活性化の取組をモデル地区として支援し，県内全域へ

小さな拠点づくりの取組を波及させるとしている。 

（5）不特定多数からネットで資金を募るクラウドファンディングは，利用手数料が高いため利用しなかったが，

多数の賛同者らから，約 100 万円の資金が集まったとのことである。 

（6）客室単価増につながる施設改修等に補助率 3/4，補助上限 1000万円，補助下限 200万円で補助する県単事業。 

（7）「急なお葬式があり，明日・明後日に宿泊できないか」といった問合せが宿にしばしばあるという。 
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（8）Hafh では，宿側に固定的な登録料金等は発生しないが，Hafh を通じた宿泊の場合，森田屋では 1 泊当たり 1

千円程度の割引を行っている。予約の仕組みは，利用日を特定した空き部屋の有無の確認が先方から入り，も

し当日空いている部屋があれば，予約が成立する。 

（9）長崎県内に事業所を置く宿泊事業者や交通事業者，地場旅行会社，観光協会等が，従事者の雇用を維持し，

魅力ある観光地づくりにつながる取組を行う場合，最大で 1000 万円の支援を行うという事業。飲食店や土産物

屋などの観光関係事業者が観光協会などと連携した取組を行った場合も対象となる。 

（10）本稿脱稿後，同事業に採択され,新たに観光地域づくりのための「非営利型」の株式会社の設立に至った。 
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		文書





		ルール名		ステータス		説明



		アクセシビリティ権限フラグ		合格		アクセシビリティ権限フラグの設定が必要



		画像のみの PDF		合格		文書が画像のみの PDF ではない



		タグ付き PDF		不合格		文書がタグ付き PDF である



		論理的な読み上げ順序		手動チェックが必要		文書構造により論理的な読み上げ順序が決まる



		優先言語		合格		テキスト言語の指定



		タイトル		合格		文書のタイトルがタイトルバーに表示されている



		しおり		合格		大きい文書にしおりが存在する



		色のコントラスト		手動チェックが必要		文書の色のコントラストが適切である



		ページコンテンツ





		ルール名		ステータス		説明



		タグ付きコンテンツ		不合格		すべてのページコンテンツがタグ付けされている



		タグ付き注釈		合格		すべての注釈がタグ付けされている



		タブの順序		不合格		タブの順序と構造の順序が一致している



		文字エンコーディング		合格		確実な文字エンコーディングの指定



		タグ付きマルチメディア		合格		すべてのマルチメディアオブジェクトがタグ付けされている



		画面のちらつき		合格		ページで画面のちらつきが発生しない



		スクリプト		合格		アクセシブルではないスクリプトなし



		時間制限のある応答		合格		ページが時間制限のある応答を必要としない



		ナビゲーションリンク		合格		ナビゲーションリンクが繰り返し使用されていない



		フォーム





		ルール名		ステータス		説明



		タグ付きフォームフィールド		合格		すべてのフォームフィールドがタグ付けされている



		フィールドの説明		合格		すべてのフォームフィールドに説明がある



		代替テキスト





		ルール名		ステータス		説明



		図の代替テキスト		不合格		図に代替テキストが必要



		ネストされた代替テキスト		不合格		読み上げられない代替テキスト



		コンテンツに関連付けられている		不合格		代替テキストはいくつかのコンテンツに関連付けられている必要がある



		注釈を隠している		不合格		代替テキストが注釈を隠していない



		その他の要素の代替テキスト		不合格		代替テキストが必要なその他の要素



		テーブル





		ルール名		ステータス		説明



		行		不合格		TR が Table、THead、TBody または TFoot の子である必要がある



		TH と TD		不合格		TH と TD が TR の子である必要がある



		ヘッダー		不合格		テーブルにヘッダーが必要



		規則性		不合格		テーブル内の各行の列数と各列の行数が同じである必要がある



		概要		スキップ		テーブルに概要が必要



		箇条書き





		ルール名		ステータス		説明



		箇条書き項目		不合格		LI は L の子である必要がある



		Lbl と LBody		不合格		Lbl と LBody は LI の子である必要がある



		見出し





		ルール名		ステータス		説明



		適切なネスト		不合格		適切なネスト










先頭に戻る



